
国道（国管理）の維持管理等に関する検討会(第2回）

「ＮＥＸＣＯ東日本グループにおけるＳＭＨの取組み」
～ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀの可視化による業務ﾌﾟﾛｾｽの変革～

NEXCO東日本管理事業本部 SMH推進チーム

資料③

(株)ﾈｸｽｺ・ﾄｰﾙ北関東
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【参考】NEXCO東日本の会社概要

営業延長 3,943km

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 443ヵ所

ｽﾏｰﾄIC 55ヵ所

SA・PA 328ヵ所

通行台数 295万台/日

料金収入 8,599億円

社員数 2,283人

NEXCO東日本ﾚﾎﾟｰﾄ2019より
○会社概要

○事業エリア

本 社
○組織図

北海道支社
管理事務所(6)
工事事務所(1)

東北支社
管理事務所(15)
工事事務所(3)

関東支社
管理事務所(14)
工事事務所(6)

新潟支社
管理事務所(4)
工事事務所(1)

(株)ﾈｸｽｺ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ北海道

(株)ﾈｸｽｺ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ北海道

(株)ﾈｸｽｺ・ｻﾎﾟｰﾄ北海道

(株)ﾈｸｽｺ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ東北

(株)ﾈｸｽｺ・ﾄｰﾙ東北

(株)ﾈｸｽｺ・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ東北

(株)ﾈｸｽｺ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東北

(株)ﾈｸｽｺ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ関東

(株)ﾈｸｽｺ・ﾄｰﾙ関東

(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

(株)ﾈｸｽｺ・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ関東

(株)ﾈｸｽｺ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ新潟

(株)ﾈｸｽｺ・ｻﾎﾟｰﾄ新潟

(株)ﾈｸｽｺ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ新潟



１．ＳＭＨﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとは

ＳＭＨプロジェクト
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Ｓｓｍ

ＳＭＨ実現イメージ

社会インフラの老朽化の進展、生産年齢人口の減少が進行する中、高速道路の長期的な「安
全・安心」の確保に向け、ＩＣＴやロボティクスなど最新技術を活用し、高速道路アセットマネジメント
における生産性の飛躍的な向上を目指すプロジェクト。
ICTやロボティクス等と技術者が融合した総合的なメンテナンス体制を推進していきます。

社会インフラの老朽化の進展、生産年齢人口の減少が進行する中、高速道路の長期的な「安
全・安心」の確保に向け、ＩＣＴやロボティクスなど最新技術を活用し、高速道路アセットマネジメント
における生産性の飛躍的な向上を目指すプロジェクト。
ICTやロボティクス等と技術者が融合した総合的なメンテナンス体制を推進していきます。



インフラ管理サイクルと主なＳＭＨツール
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点検・調査

分析・評価

補修・修繕

補修計画
策定

・ｲﾝﾌﾗ管理要領等の制定
・SMHツールの運用に伴う現地支援
体制の構築

・ＢＩを活用した業務ﾌﾟﾛｾｽの変革
・舗装修繕工事発注支援システム
（PSS)の導入
・事業計画策定支援アプリケーション
（標準Excel様式）の展開

・点検・調査技術の高度化（赤外線・高解像度カメラ）
・モバイルPCの活用(現地点検作業支援)
・ＵＡＶの活用業務の標準化

・次世代RIMS（第１期）※の構築
・MSMUI及び全周囲道路映像等を活用
したｲﾝﾌﾗ管理ﾃﾞｰﾀの可視化

※RIMS: Road Maintenance Information Management System
※BI: Business Intelligence Tool

２．多種多様なｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀの活用



ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀの活用について
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ﾃﾞｰﾀを保有するためにﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
が必要。でも、ﾃﾞｰﾀを保有している
だけでは、十分に使うことができな
い。

膨大なData（データ）は可視化されることでInformation（情報）となり、
技術者の思考でIntelligence（知見）に変わる。

目的に応じてﾃﾞｰﾀを可視化す
ることで、情報として理解するこ
とが可能。

更なる将来は・・・

⇒そのためには、どういうデータベースや可視化ツールが有効なのか？

インフラ情報管理基盤 ～SIP成果の活用～
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道路構造物を表現するデータモデルやデータベースへのアクセス・データ交換ルールを定め、システム構築の負荷軽減、
データベース間の情報連携や情報活用を容易にする仕様に基づき「次世代RIMS※」を開発中
その基本仕様はSIP(戦略的イノベーション創造プログラム)にて研究開発。仕様に基づき構築したシステムは既に山形県
の橋梁データベースにて運用中。SIP終了後も引き続き自治体等の支援を目的に、コンソーシアムを設立

○システム構成（次世代RIMS） ○SIP(戦略的イノベーション創造プログラム)

アプリケー
ション層

API層

DB層

1)道路管理情報表現仕様書 (標準データモデル)
2)データベース操作インターフェース仕様書 (共通API仕様書)

自治体等におけるデータベース構築を支援すると共に、オー
プンイノベーションによりその成果を更に改良・普及させること
を目的にコンソーシアムを2019.10.1に設立
【インフラ管理情報コンソーシアム: https://c-iim.org/】

・既存の複数データベースの統合により、重複データ等を排除
・データモデルやAPI仕様の標準化により、DB及びアプリケーショ
ンの構築にかかる負担を軽減

SIP成果物

※RIMS: Road Maintenance Information Management System

※API: Application Programming Interface
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【出典】「SIP戦略的イノベーション創造プログラム インフラ維持管理・更新・マネジメント技術成果事例紹介」より抜粋

自治体への展開 事例：山形県橋梁DB

３．ﾃﾞｰﾀの可視化と業務ﾌﾟﾛｾｽの変革



ＳＭＨを支える情報基盤 ～インフラ管理(資産)モード～

■管内の路線図を表示し、路線図で選択した箇所の各種情報（地図、近隣資産、諸元）を表示

広域路線図

詳細路線図

選択箇所の
地図情報

選択箇所の
近隣資産の表示

選択した資産の
諸元情報
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地図ポータル

ＳＭＨを支える情報基盤 ～橋梁モード～
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点検計画の策定

点検記録の整理

変状箇所の集計

対策判定

劣化要因分析

補修計画の策定

業務内容 意思決定

橋梁補修の業務プロセス

点検計画打合せ点検計画打合せ

点検実施報告会点検実施報告会

対策判定検討会対策判定検討会

事業計画報告会事業計画報告会

補修・補強工事の実施

橋梁に関する各種情報（諸元，点検記録（データ，写真，損傷展開図），図面等）を路線図から選択し，任
意の情報を表示する機能を有するもの
橋梁補修の業務プロセスにおいて，必要な情報を大型モニターに表示することで，各プロセスにおいて意思
決定が可能となり，これまでの会議資料作成が不要となる

橋梁諸元 点検情報 展開図 図面・設計図書他

※画面は開発中のものです



ＳＭＨを支える情報基盤 ～統計・分析モード（アナライザー）～
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点検結果等の膨大なデータを多面的・多角的に分析・評価するためのツール
補修計画策定の業務プロセスにおいて、任意のパラメータを用いて様々な角度からグラフ化して損傷傾向
等の分析深掘りが可能、集計・分析の資料作成が不要となる

※画面は開発中のものです

点検実施報告会の変革（改善効果）
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資料作成
（会議準備）

会議
（検討）

資料修正

会議
（検討）

計画決定
（意思決定）

１～２週間
担当者が複数のシステムからデータ取得、
エクセルやパワポで取りまとめ

半日単位
関係者が会議室に集合して、取りまとめ
資料を確認

２～４日
会議内での修正事項について、再度取
りまとめ

数時間又は持ち回り決裁
修正事項の確認や支社への相談

意思決定

○作業ゼロ

データベースにデータさえ入
れておけば、会議に使う検討
資料は作成不要。

○手戻りの削減

会議中に様々なデータを確
認し、その場で議論し進めら
れるため、会議後の資料修
正など手戻りが不要。

○業務品質の確保

インフラデータの可視化だけ
でなく、思考ﾌﾟﾛｾｽの着目点
も標準化。
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ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀの活用による業務ﾌﾟﾛｾｽの変革

○技術者を単純作業から解放
○技術者が技術者としての役割に専念

・情報基盤を再構築し、自由なデータの可視化・分析

・数的根拠（データ）に基づく的確な意思決定

・支援ツールによる迅速な意思決定

・作業手順だけではなく、意思決定プロセスも標準化

まとめ


